「はい」、「ええ」、「うん」の形態と機能――電話の会話をもとに―― by 山根, 智恵
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例 い を 見てもらいたい。
例⑥ g ？も し も し
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会 話中 の 位 置とその機能
それでは、「はい
j、 「 え え 」 、 「 うん』は発話
、






























ま た 前 発話と完全に重複し
て現れる、
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